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　「イタリアと日本と「長い６０年代」——比較的な視点から 」

安達宏昭（東北大学大学院文学研究科　教授）

 　「高度成長期の地域開発政策と社会運動－宮城県を事例にして－」

原山浩介（国立歴史民俗博物館　准教授）

　「国民経済のなかのコメ：政治と市民運動の模索」

佐野正人佐野正人（東北大学大学院国際文化研究科　准教授）

　「東アジアにおける〈戦後〉の否定—ベトナム戦争、文化大革命、全共闘運動—」

小杉亮子（京都大学大学院文学研究科　日本学術振興会特別研究員PD）

 　「東大闘争に見る1960年代学生運動の対立構造：予示と戦略の観点から」

加藤諭（東北大学史料館　准教授） 

　「大学紛争と大学改革～大学アーカイブズの記録から～」

クレイグ・クリストファー （東北大学大学院文学研究科　准教授）

Japan and the “long Sixties”.　A global perspective on a time of revolutionary changes.


